
地域で支える

『認矢1症ケアについて考えよう』
2012年に認矢□症の人は400万人を超え、団塊の世代が75歳を迎える2025年には推定
700万人以上になると言われています。対して認知症施策5か年計画 (新オレンジプラン)の
中では認知症の理解者である認知症サポーターの養成他、色々な認知症施策が進められよう
としています。高槻荘でも大阪大学との認知症共同研究事業への参加や認知症ケア充実事業
として施設内外に向けた啓発活動に取り組んできました。
この度、有言哉者の方をおま召きし、認知症の人やその家族をどのように地域で支えていくか?を

テーマに地域向け講座を企画いたしましたので、ぜひ皆さんお誘いあわせの上ご参加ください。

1詈調 2016年2月 28日 (日 )13:30～ 15:30(受仁113:00より)

レ罰1今城塚公民館 (2階大集会室)高槻市君β家新町48‥ 3

1罪罰特別養護老人ホーム高槻荘 認矢日症ケア充実事業委員会

佐藤 員― (さとう しんいち)
<現職>
大阪大学大学院 人間科学研究科 教授。

大阪府社会福祉事業団OS」研修・研究センター 統括研究員を4441。

博士 (医学 )
<略歴>
東京都老人総合研究所研究員′
ドイツ・マックスプランク人口学研究所上級客員研究員′
明治学院大学教授等を経て′現職。
<役職>
前日本老年行動科学会会長′日本認知症ケア学会代議員′
日本老年精神医学会編集参代′
健康介護コンシェルジュ協会理事長′日本色彩環境福祉協会理事′
福祉住環境アソシエーシ]ン理事など。

「老いのこころ一方口齢と成熟の発達心理学一」 (有斐閣)
「認知症『不可解な行動』には理由 (ワケ)がある」 (ソフトバンク新書)
「後半生のこころの事典」(CCCメディアハウス)ほか多数

基調講演『認知症の行動学』鵬口 螺
藤 員一教授
大学大学院教W

13日寺 35う )～ 14日寺 20う )             大阪府社会福祉事業団
OS」研修・研究センター統括研究員

パネルディスカッション『地域で支える認矢日症の人とその家族』

14日寺30分-15日寺30分

●認知症。もの忘れ外来

おおにしクリニック

院長 大西 雅彦医師
<現職>

<略歴>
大阪医大卒。光愛病院で勤務し、

平成 12年から認知症専門外来「老いともの忘れ」担当

平成25年12月おおにしクリニック開院。
<主な著書>
よつ葉ブックレット3「老いと物忘れ」 (関西よつ葉連絡会)

●郡家地区民生児童委員長 前田 信子氏

●川西地区福祉委員長   若谷 恭子氏
●郡家地域包括支援センター 管理者 徳留 規子氏

●特別養護老人ホーム高槻荘 荘長 大西 智之氏


